
Ⅰ．はじめに

　森林流域からの水流出量とそこに成立する森林状態とは密接な
関係があると考えられている。これは，森林からの蒸発散量が植
生の物理的状態に強く関係する遮断蒸発量と立地環境および生
理・生物的要素に関係する蒸散量から構成されることからも容易
に推察されることである。また，植生の成立状態によっては，林
床状況の変化が表面流出や土砂流亡を伴う洪水流出など様々な直
接流出を引き起こし，短期的な水収支に大きな変動をもたらすこ
とも報告されている。さらには土壌中の水分量の変動や微気象形
成機構なども考慮すると，森林状態と水流出の関係は非常に複雑
であることが広く認識されている。
　現在，森林流域からの水流出量については全国に森林理水試験
地，流域試験地などが設定されて継続的な観測が行われているが，
もう一つの主要な要素である森林状態の変化については対象流域
の面的広がりが大きいこともあり，定期的な調査が実施されてい
る流域はほとんど無いのが現状である。去川森林理水試験地は設
定当初に森林状態に関する調査が行われて以降，１９９７年〜１９９８年
に清水ら（１９９９）によって，林分調査・植生調査および空中写真
を使用した過去の蓄積推定を実施した試験流域の蓄積変動の推定
結果が報告されるまで植生に関する調査は未実施であった。上記
の推定結果と降雨・流出量の観測結果は一括して２００８年に公表さ
れている（清水ほか，２００８）。この報告で，試験地の植生の基本
的な変化はおおむね把握することができたが，実測に基づく森林
の成長量等の林分構造の変化はいまだ把握されていなかった。本
報では，２００７年に現地固定プロットにおける森林調査結果をとり
まとめ，１９９７年から２００７年までの１０年間にわたる試験流域での林
分構造の変化を報告する。　　

Ⅱ．対象流域と調査方法

　対象流域である去川森林理水試験地は，温暖多雨地帯における
森林の水源涵養機能解明の為に林業試験場九州支場（現森林総合
研究所九州支所）が１９５７年に大淀川上流高岡営林署（現宮崎森林

管理署）管内の去川国有林内に設定したものである。試験地は３
つの小流域を有し，ヒノキを主体とするⅠ号沢（６．５６ha），常緑
広葉樹林からなるⅡ号沢（９．１７ha），スギを主体とするⅢ号沢
（８．１８ha）から構成されている。３流域は対照流域法を実施する
ために作られており，それぞれ，当初の森林状態や伐採等の施業
履歴が異なっているが，詳細は白井ほか（１９６２），清水ほか
（２００７）を参照されたい。
　２００７年の林分調査は，前回１９９７年に各流域に設定した固定プ
ロットを対象に実施した。これらの固定プロットは，各流域の林
相に応じて設定されたもので，Ｉ号沢ではヒノキ林固定プロット
（０．０３ha），Ⅱ号沢では残存する大径木広葉樹を中心とするコジ
イ林固定プロット（０．０４５ha）と伐採後天然更新したコジイ萌芽
林固定プロット（０．０２５ha），Ⅲ号沢ではスギ林固定プロット
（０．０２３ha）である。各プロットでは，胸高直径３cm以上のすべ
ての立木を対象に，胸高直径，樹高を測定した。したがって本報
告では流域全体の推定は行わず，固定プロットでの蓄積を比較し，
流域での森林変化の目安としている。

Ⅲ．結果と考察

　２００７年の測定結果と１９９７年の結果を表−１にとりまとめた。本
調査期間中に間伐等の施業は行われておらず，人為による影響は
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ないものと考えられる。
　Ⅰ号沢では，ヒノキ植栽の履歴にあわせてヒノキの固定プロッ
トを設定し，調査を行っている。２００７年には平均直径１９．９cm，
平均樹高１４．８cmに達し，１０年間で直径では約 ５cm，樹高では約
３．５mの成長が確認された。樹高の成長とともに枝下高も枯れ枝，
生枝ともに上昇している。これに対して，成立本数はha当たり
１７００本から１３３３本に減少し，成長とともに自己間引きが進んだこ
とが窺える。その結果，密度の指標である相対幹距（西沢正久，
１９７２）は２１．７％から１８．５％に下がり，競争が進んだことがわかる
が，過密な状態である１２−１４％には至っていない。この期間の蓄
積はha当たりでは２１９．５㎥から３７９．３㎥に増加しており，本流域内
のヒノキ人工林の部分は確実に成長していることがわかった。
　Ⅱ号沢は，コジイを主体とする天然広葉樹林分プロット（コジ
イ林プロット）と流域の中央部を部分的に皆伐後，天然更新によ
る再生をはかったコジイ萌芽林プロットの２箇所の固定プロット
が配置されている。コジイ林プロットでは，２００７年に平均直径
２５．４cm，平均樹高１９．７mで本地域では比較的大径木が残存して
いるが，１９９７年に比較すると平均して微増の成長に留まっている。
ha当たり蓄積は３３５．６㎥であるが，本数がha当たり５８２本から
４９２本に減少しているため，林分蓄積は約２５㎥減少している。本
流域ではこの林相の森林は，林分としての成長が平衡または漸減
状態になっている可能性が高い。また，本プロットでは下層木に
ついても立木本数の減少傾向が認められ全体として蓄積の減少が
現れている。一方，コジイ萌芽林プロットでは２００７年に平均直径
８．１cm，平均樹高９．５ｍと小径木ではあるが着実に成長しており，
本数の減少を補って林分全体では２倍以上の蓄積量となっている。
ただ，形状比が１以上で相対幹距も１３．５％と非常に高密度の細い
立木が密集した状態になっているため，今後の林相の推移をモニ
タリングしていくことが重要である。
　Ⅲ号沢では，スギ植栽流域として扱われてきたため，スギの固

定プロットを設置している。２００７年には平均直径２６．８cm，平均
樹高１９．５mに達し，１０年間で直径では約 ５cm，樹高では約４．５m
の成長が確認された。Ⅰ号沢のヒノキ林と同様に樹高成長ととも
に枝下高も上昇している。ha当たり本数は１２４４本から１０２２本に
減少しているが相対幹距は約１６％で中庸な密度となっている。
ha当たり蓄積量は５９５．７㎥とかなり大きく，成長率も期首蓄積の
６０％と非常に高い結果となった。本林分は流域内でも谷筋の地位
の高い場所であるため，このような成長が得られたものと考えら
れるが，流域での面積率は低いため，流域全体での蓄積増加はこ
の結果を直接反映するものとはならない。しかしながら，本流域
ではスギ人工林の適切な施業が実行される場合，地位の高い場所
ではこの程度の成長が見込めると考えられた。
　Ⅰ，Ⅲ号沢は両流域とも不成績造林地になっており，植栽した
スギ，ヒノキの面積は流域の大半を占める広葉樹との混交林に比
較すると低いものであるが，今回の結果から基本的には蓄積が増
加過程にあると考えられた。一方，Ⅱ号沢は萌芽林地域では成長
過程にあるが，大径木を中心とする広葉樹林分では壮齢から老齢
林分に推移して成長が停滞しつつある状況が確認できた。
　本報告は固定プロットの解析結果に留まったが，前回と同様に
流域全体の蓄積推定を行い，観測流量と統合して，森林状態の変
動と流出量，メカニズムとの関係解析を実行する必要がある。
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表−１．去川森林理水試験地固定プロットの林分構造変化
相対幹距
（％）

枝下高
（枯：m）

枝下高
（生：m）

成長量
（㎥/ha）

蓄積
（㎥/ha）

本数
（ha当たり）形状比平均樹高

（m）
平均直径
（cm）測定年

２１．７６．０　７．７−２１９．５１７０００．７４１１．２１５．１１９９７ヒノキ林Ⅰ号沢
１８．５７．３１０．９　１５９．８３７９．３１３３３０．７４１４．８１９．９２００７
２２．７−−−３６１．５５８２０．７５１８．３２４．５１９９７コジイ林Ⅱ号沢
２２．９−−−２５．９３３５．６４９２０．７７１９．７２５．４２００７
１６．４−−−１０９．７９４３３１．１２６．３５．６１９９７コジイ萌芽林
１３．５−−　１３２．１２４１．８６０３５１．１７９．５８．１２００７
１９．２６．６１０．０−３６４．５１２４４０．６９１４．８２１．４１９９７スギ林Ⅲ号沢
１６．１７．８１２．９　２３１．２５９５．７１０２２０．７３１９．５２６．８２００７

図−２．流域の固定プロット
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Figure 2-1 Ⅰ号沢のヒノキ林固定プロット
Permanent Plot of Japanese Cypress in WatershedⅠ
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Figure 2-2 II号沢のコジイ林固定プロット
Permanent Plots of Broadleaf Stand in Watershed II
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Figure 2-3 Ⅲ号沢のスギ林固定プロット
Permanent Plot of Japanese Cedar in  Watershed Ⅲ

m0 100


